
学校番号 ２０７ 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 地理Ｂ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 新詳地理Ｂ （帝国書院） 

副教材等 
新詳細地理資料 COMPLETE(帝国書院) 新詳高等地図(帝国書院)  

データブックオブ・ザ・ワールド(二宮書店) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

グローバル化が進む昨今、世界及び日本の地理に関する知識の習得はより重要になってきていま

す。また、知識の習得だけでなく、なぜそのような事が起こるのか、そして、それを解決するため

にはどうしたら良いのかという積極的な姿勢も養わなければならなりません。それらを達成するた

めに、この授業では積極的にグループワークを導入し、また出来る限り写真や図なども用いていき

ます。気づけば地理が好きになっている。という授業を展開していきたいと思っているので、みな

さん頑張っていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

現代世界における地理的事象と諸地域について、系統地理的もしくは地誌的に考察し地理的認識を

養うとともに、国際社会に主体的に生きるための自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

地理学習の意義を

積極的に見いだし，そ

こで得た知識・技能・

態度をより良い社会

生活へ向けて，ないし

は現代世界の諸地域

で起こっている諸課

題の解決に生かすこ

とができる。 

現代世界の諸地域の特色につ

いて歴史的背景との関わりから

地誌的に考察することができる。 

地理的概念や規則性をもとに，

現代世界の諸地域で生じている

諸課題の現状について把握する

ことができる。 

現代的諸課題を，世界諸地域の

特色を踏まえて，その背景・要

因・解決策を多方面から追究し，

より良い社会のあり方を持続可

能性という観点から提言するこ

とができる。 

文献や統計の分析，野

外における諸事象の観

察から，地理情報を見い

だし，それを的確に地図

化することができる。 

地図化したことを，論

理的に分析・解釈するこ

とで，その成果をパワー

ポイントやレポートな

どに的確にまとめるこ

とができる。 

地域において社会

生活を営むにあたっ

て必要とされる基礎

的知識や基本的概念

（空間・環境・地域），

地理的見方・考え方

を身につけている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

グループワークへ

の取り組み 

探究活動の記録、

発表 

学習状況の観察 

ノートやワークシートの記

述 

グループワークの発表・記

録 

探求活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワーク

シートの記述 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価方

法 a b c d 

１
学
期 

第Ⅱ

部 

３
章 

人
口
、
村
落
・都
市 

3 節 村落と

都市 

 

○ ○ ○ 〇 a.世界および日本の人口推移・動態、人口問題につ

いて関心と課題意識を高め、それを意欲的に追求し、

とらえようとしている。 

b.村落と都市について，村落・都市の立地や発達・

機能，日本の都市の特徴に関する考察を基に，村落

や都市に対する関心と課題意識を高め，それを意欲

的に追究し，捉えようとしている。 

c.村落と都市について，集落はどのように発生し，

どのように都市として発達したか，都市はどのよう

な機能を持ち，構造はどうなっているか，日本の都

市の特徴は何かを，系統地理的に捉える視点や考察

方法を基に多面的・多角的に考察し，その過程や結

果を適切に表現している。 

d.都市の人口や分布，都市の地域構造に関する統計

や地図などの諸資料を適切に収集し，収集した資料

から，有用な情報を適切に選択して，これを基に，

村落と都市について読み取ったり図表などにまとめ

たりしている。 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 

４節  都市・

居住問題 

○ ○  ○ a.都市・居住問題について，発展途上国，先進国，

日本に関する考察を基に，都市・居住問題に対する

関心と課題意識を高め，それを意欲的に追究し，捉

えようとしている。 

b.都市・居住問題について，世界の都市・居住問題

の要因と発生のしくみや都市・居住問題の解決には

何が必要かを，系統地理的に捉える視点や考察方法

を基に多面的・多角的に考察し，その過程や結果を

適切に表現している。 

d.発展途上国，先進国，日本の都市・居住問題の特

徴や，解決への道筋について，系統地理的に捉える

視点や考察方法を理解し，その知識を身につけてい

る。 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 



第Ⅱ

部 

２
章 

資
源
と
産
業 

２節 世界の

農林水産業 

○ ○ ○ ○ a.世界の農林水産業について，農業地域区分や林水

産業に関する分布や動向などに関する考察を基に，

現代世界と日本の農林水産業に対する関心と課題意

識を高め，それを意欲的に追究し，捉えようとして

いる。 

b.世界の農林水産業について，グローバル化が進む

なかでの現代世界や日本の農業の現状と課題を，系

統地理的に捉える視点や考察方法を基に多面的・多

角的に考察し，その過程や結果を適切に表現してい

る。 

c.農林水産業の生産や分布の特徴に関する統計など

の諸資料を適切に収集し，収集した資料から，有用

な情報を適切に選択して，これを基に，農林水産業

の現状や課題について読み取ったり図表などにまと

めたりしている。 

d.各農業地域の分布や特徴，世界や日本の農業の動

向について，系統地理的に捉える視点や考察方法を

理解し，その知識を身につけている。 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３節 食糧問

題 

○ ○  ○ a.食料問題について，食料需給の地域的かたよりや

不安定さに関する考察を基に，発展途上国や先進国，

日本の食料問題に対する関心と課題意識を高め，そ

れを意欲的に追究し，捉えようとしている。 

b.食料問題について，発展途上国や先進国，日本の

食料問題の状況とその成因を，系統地理的に捉える

視点や考察方法を基に多面的・多角的に考察し，そ

の過程や結果を適切に表現している。 

d.発展途上国，先進国，日本の食料事情の動向につ

いて，系統地理的に捉える視点や考察方法を理解し，

その知識を身につけている。 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 

４節 世界の

エネルギー・

鉱産資源 

○ ○ ○  a.世界のエネルギー・鉱産資源について，エネルギ

ー資源や鉱産資源の分布や動向などに関する考察を

基に，エネルギー資源や鉱産資源の利用に対する関

心と課題意識を高め，それを意欲的に追究し，捉え

ようとしている。 

b.世界のエネルギー・鉱産資源について，それぞれ

の資源の特徴や利用法，分布のかたよりを，系統地

理的に捉える視点や考察方法を基に多面的・多角的

に考察し，その過程や結果を適切に表現している。 

c.エネルギー資源や鉱産資源の生産や分布に関する

統計などの諸資料を適切に収集し，収集した資料か

ら，有用な情報を適切に選択して，これを基に，資

源の生産や分布について読み取ったり図表などにま

とめたりしている。 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 



５節  資源・

エネルギー

問題 

○ ○   ａ．資源・エネルギー問題について，生産・消費の

不均衡とさまざまな資源・エネルギー問題の動向に

関する考察を基に，世界と日本の資源・エネルギー

の利用に対する関心と課題意識を高め，それを意欲

的に追究し，捉えようとしている。 

ｂ．資源・エネルギー問題について，生産と消費の

不均衡や利用法の課題，石油情勢の背景やこれから

のエネルギー利用のあり方を，系統地理的に捉える

視点や考察方法を基に多面的・多角的に考察し，そ

の過程や結果を適切に表現している。 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 

６節 世界の

工業 

○ ○ ○ ○ a.世界の工業について，工業の発達や立地，工業地

域の分布や動向などに関する考察を基に，世界と日

本の工業に対する関心と課題意識を高め，それを意

欲的に追究し，捉えようとしている。 

b.世界の工業について，工業の発達や立地の考え方

や世界や日本の工業の現状とその背景，グローバル

化が進むなかでの課題を，系統地理的に捉える視点

や考察方法を基に多面的・多角的に考察し，その過

程や結果を適切に表現している。 

c.工業生産や地域的分布に関する統計などの諸資料

を適切に収集し，収集した資料から，有用な情報を

適切に選択して，これを基に，世界の工業について

読み取ったり図表などにまとめたりしている。 

d.各工業や工業地域の特色，分布や動向などについ

て，系統地理的に捉える視点や考察方法を理解し，

その知識を身につけている。 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 

８節 世界を

結ぶ交通・通

信 

○   ○ a.世界を結ぶ交通・通信について，交通や通信の発

達に関する考察を基に，交通・通信や情報の一体化

と地域差に対する関心と課題意識を高め，それを意

欲的に追究し，捉えようとしている。 

d.交通や通信の発達の状況や一体化の進行，地域差

の拡大について，系統地理的に捉える視点や考察方

法を理解し，その知識を身につけている。 

 

 

 

 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 



第Ⅱ

部 

４
章 

生
活
文
化
、
民
族
・宗
教 

2 節 民族と

宗教 

○ ○  ○ a.民族・宗教について，民族・宗教とは何か，生活

とどのようにかかわっているかに関する考察を基

に，民族と宗教に対する関心と課題意識を高め，そ

れを意欲的に追究し，捉えようとしている。 

b.民族・宗教について，民族とは何かを言語との関

わりから，宗教とは何かを生活との関わりから，系

統地理的に捉える視点や考察方法を基に多面的・多

角的に考察し，その過程や結果を適切に表現してい

る。 

d.世界の言語分布や宗教の特徴，生活との関わりに

ついて，系統地理的に捉える視点や考察方法を理解

し，その知識を身につけている。 

 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 

２
学
期 

第Ⅲ

部 

第
２
章 

現
代
世
界
の
諸
地
域 

２節  東アジ

ア 

○ ○ ○ ○ a.東アジアについて，中国や朝鮮半島の自然・歴史・

文化・産業などにみられる地域的特色や地球的課題

を基に，東アジアに対する関心と課題意識を高め，

それを意欲的に追究し，捉えようとしている。 

b.東アジアについて，日本との関係を含む中国や朝

鮮半島の歴史的背景をふまえた地域の変容や構造，

中国の人口増加と経済格差や中国・韓国の経済発展 

のしくみなどの地域的特色や地球的課題を，項目ご

とに整理して静態的に考察する方法を基に多面的・ 

学習状況

の観察 

ノートやワ

ークシート

の記述 

グループ

ワ ー ク の

発 表 ・ 記

録 

探求活動

の記録 、

発表 

定期考査

の結果 

多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現して

いる。 

c.東アジアの自然・歴史・文化・産業などに関する

統計や主題図・写真など諸資料を適切に収集し，収

集した資料から，有用な情報を適切に選択して，こ

れを基に，東アジアについて読み取ったり図表など

にまとめたりしている。 

d.東アジアの自然の特徴，日本との関係を含む中国

や朝鮮半島の歴史的背景をふまえた地域の変容や実

態，中国の人口増加と経済格差や中国・韓国の経済

発展の実態などの地域的特色や地球的課題につい

て，項目ごとに整理して静態的に考察する方法を理

解し，その知識を身につけている。 



３節 東南ア

ジア 

○   ○ a.東南アジアについて，東南アジア諸国の自然・歴

史・文化・産業などにみられる地域的特色や地球的

課題を基に，東南アジアに対する関心と課題意識を

高め，それを意欲的に追究し，捉えようとしている。 

d.東南アジアの自然の特徴，東南アジア諸国の多様

性に富む文化や民族，歴史的背景をふまえた地域の

変容の実態，ASEAN 諸国にみられる農業の変化や工

業の発展，地域格差や都市問題の実態など地域的特

色や地球的課題について，項目ごとに整理して静態

的に考察する方法を理解し，その知識を身につけて

いる。 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 

４節  南アジ

ア 

○   ○ a.南アジアについて，インドを中心とした地域の自

然・歴史・文化・産業などにみられる地域的特色や

地球的課題を基に，南アジアに対する関心と課題意

識を高め，それを意欲的に追究し，捉えようとして

いる。 

d.南アジアの自然の特徴，インドのヒンドゥー教を

中心とした社会の歴史的背景をふまえた地域の変容

の実態，インドの農業の発展と農村の変化，IT産業

の発展の実態など地域的特色や地球的課題につい

て，項目ごとに整理して静態的に考察する方法を理

解し，その知識を身につけている。 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 

７節 ヨーロッ

パ 

○ ○ ○ ○ a.ヨーロッパについて，ヨーロッパの各地域の自

然・歴史・文化・産業などにみられる地域的特色や

地球的課題を基に，ヨーロッパに対する関心と課題

意識を高め，それを意欲的に追究し，捉えようとし

ている。 

b.ヨーロッパについて，産業革命以来の歴史的背景

をふまえた地域の変容や構造，各地域の民族と宗教

の課題，EUを中心とした地域の結びつきと農業・工 

業のしくみや変化の構造的課題などの地域的特色や

地球的課題を，項目ごとに整理して静態的に考察す

る方法を基に多面的・多角的に考察し，その過程や

結果を適切に表現している。 

c.ヨーロッパの自然・歴史・文化・産業などに関す

る統計や主題図・写真など諸資料を適切に収集し，

収集した資料から，有用な情報を適切に選択して，

これを基に，ヨーロッパについて読み取ったり図表

などにまとめたりしている。 

d.ヨーロッパの自然の特徴，産業革命以来の歴史的

背景をふまえた地域の変容の実態，各地域の民族と

宗教の特徴，EU を中心とした地域の結びつきと農

業・工業の変化の実態などの地域的特色や地球的課

題について，項目ごとに整理して静態的に考察する

方法を理解し，その知識を身につけている。 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 



９節  アング

ロアメリカ 

○ ○ ○ ○ a.アングロアメリカについて，移民国家としてのア

メリカ合衆国やカナダにみられる地域的特色や地球

的課題を基に，アングロアメリカに対する関心と課

題意識を高め，それを意欲的に追究し，捉えようと

している。 

b.アングロアメリカについて，北西ヨーロッパから

の移民が建国した歴史的背景をふまえた地域の変容

や構造，アメリカ合衆国の移民国家としての人種・

民族的課題，大都市問題のしくみ，農業と工業の変

化と課題，世界への経済・文化的影響，アメリカ合

衆国とカナダの関係のしくみなどの地域的特色や地

球的課題を，項目ごとに整理して静態的に考察する

方法を基に多面的・多角的に考察し，その過程や結

果を適切に表現している。 

c.アングロアメリカに関する統計や主題図・写真な

ど諸資料を適切に収集し，収集した資料から，有用

な情報を適切に選択して，これを基に，アングロア

メリカについて読み取ったり図表などにまとめたり

している。 

d.アングロアメリカの自然の特徴，北西ヨーロッパ

からの移民が建国した歴史的背景をふまえた地域の

変容の実態，アメリカ合衆国の移民国家としての人

種・民族的特徴，大都市問題の実態，農業と工業の

変化と実態，世界への経済・文化的影響，アメリカ 

合衆国とカナダの関係などの地域的特色や地球的課

題について，項目ごとに整理して静態的に考察する

方法を理解し，その知識を身につけている。 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 

１０節 ラテン

アメリカ 

○   ○ a.ラテンアメリカについて，スペインやポルトガル

の影響を強く受けた地域的特色や地球的課題を基

に，ラテンアメリカに対する関心と課題意識を高め，

それを意欲的に追究し，捉えようとしている。 

d.ラテンアメリカの自然の特徴，先住民の文明がス

ペインやポルトガルに植民地化された歴史的背景を

ふまえた地域の変容の実態，これによって生まれた

複雑な人種・民族構成や大土地所有制による農業の

特徴，鉱産資源を基盤とした工業化の進展と格差の

実態などの地域的特色や地球的課題について，特色

ある事象と他の事象を有機的に関連づけて動態的に

考察する方法を理解し，その知識を身につけている。 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 



１１節  オセ

アニア 

○   ○ a.オセアニアについて，一つの大陸と太平洋の島々

の自然，オーストラリア，ニュージーランドの歴史・

文化・産業などにみられる地域的特色や地球的課題

を基に，オセアニアに対する関心と課題意識を高め，

それを意欲的に追究し，捉えようとしている。 

d.オセアニアの自然の特徴，オーストラリア，ニュ

ージーランドの移民の歴史的背景をふまえた地域の

変容と実態，これによって生まれたオーストラリア，

ニュージーランドの民族・文化的特徴，深まるアジ

アとの関係の実態などの地域的特色や地球的課題に

ついて，特色ある事象と他の事象を有機的に関連づ

けて動態的に考察する方法を理解し，その知識を身

につけている。 

学 習 状 況

の観察 

ノ ー ト や

ワ ー ク シ

ー ト の 記

述 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

発表・記録 

探 求 活 動

の記録、発

表 

定 期 考 査

の結果 

３
学
期 

地
図
の
活
用 

地図の種類

や読図 

○ ○ ○  a:様々な地図を見て、意欲的に図を読み取ろうとし

ている。 

b:地図を見て、それがどのような地形なのか深く考

えようとしている。 

c:地図を読み取り、それらのデータをまとめること

が出来る。 

グループ

ワーク、ワ

ークシート

等 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


